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研究成果の概要（和文）：1)先天性心臓外科手術の全国的データベース（JCVSD Congenital)を用いて、ベイジ
アンモデルを作成して解析を行い、推定死亡率スコアに基づいた5カテゴリーシステムを作成し、過去の研究を
再現した術式別複雑度評価システムが得られた。2)ヨーロッパと日本の2011年から2017年までのデータを調査し
ベンチマーク手術10術式について比較した。日本では術後在院日数はヨーロッパと比較して有意に長かったが、
心室中隔欠損閉鎖、Glenn手術、Norwood手術の手術死亡率がヨーロッパと比較して有意に低かった。
これらの結果が得られたことにより、Web上でのフィードバックシステムに反映を予定している。

研究成果の概要（英文）：1) Using a national database of congenital cardiac surgery (JCVSD 
Congenital), a Bayesian model was created and analyzed, and a 5-category system based on estimated 
mortality scores was created, resulting in a procedure-specific complexity rating system that 
replicates previous studies.2) We examined data from 2011 to 2017 in Europe and Japan and compared 
10 benchmark surgical procedures: in Japan, postoperative hospital stay was significantly longer 
than in Europe, but surgical mortality was significantly lower for ventricular septal defect 
closure, Glenn surgery, and Norwood surgery compared to Europe.
These results will be reflected in the feedback system on the web.

研究分野： 先天性心疾患手術

キーワード： 先天性心疾患外科手術　データベース
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究により、1)日本における術式別のリスクが算出された。、これによって、予測死亡率、各施設における死
亡率の予測が可能となる。これを現在のフィードバックシステムに改めて組み込むことによって、自施設の成績
を客観的に把握することができるようになると考える。また、2）ヨーロッパとの成績を客観的に比較すること
ができた。これを継続することによって、先天性心疾患手術の世界全体の向上にも寄与させることができるよう
になると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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1. 研究開始当初の背景 

我々は日本先天性心臓血管外科手術データベース（JCCVSD）を立ち上げ、Web baseにて稼働し

ている。このデータベースを用いて、海外のデータベースとも連携をはかり本邦の先天性心臓

血管外科におけるさらなる手術成績の向上を目的とする研究計画を立案した。 

2. 研究の目的 

先天性心疾患は成人後天性心疾患に比べると、その疾患の種類や手術の種類が格段に多く、逆

に一施設あたりの各疾患に対する症例数が少ないため、リスク分析には大きな限界が存在す

る。今回、我々は蓄積したデータをもとにベイズ推定法を用いて各手術の予測死亡率をより精

度を高く予測することを目的とする。また、この予測をもとに、各施設に対してフィードバッ

クを行うことも目的としている。また、海外のデータベースとも連携を図り、国際的な比較も

可能となるように入力項目、評価方法などを調整する。  

 

3．研究の方法 

3.1 先天性心疾患手術におけるリスク補正死亡率の算出 

先天性心疾患手術において、最も死亡率に関連するのは術式である。ベイズモデルを用いて、

先天性心疾患手術をカテゴリー別に分類し、リスクモデルを作成する。 

3.2. 海外データベース（STS,EACTS, WDPCHS）の動向の把握ならびに連携 

米国データベース会議への参加と情報の収集を行い、global database を目指した連

携について協議する。 

4 研究成果 

4.1 ベイズモデルを利用したリスクモデルの作成 



解析には、先天性心疾患の日本心臓血管外科手術データベースの 2008 年から 2012 年までの

5 年分のデータセットを使用した。手術件数は 25,968 件、心臓血管外科手術は 186 件であ

った。モデルを検証するために、14,904 件の手術の 2 年間の独立したデータセットを使用

した。推定死亡率スコアに基づいた 5カテゴリーシステムを作成し、過去の研究を再現した

術識別複雑度評価システムが得られた。 

a)各術式の死亡率 

ベイズモデルを用いて個々の手技の死亡リスクを推定したところ、表 1 および図

1に示すように、推定値は 0.0％から 38.0％までの範囲であった。200 例以上の手

技では、生の推定値とモデルベースの推定値はほぼ同じであった（ピアソン相関

係数>0.999）。 

b)死亡率スコアとカテゴリー 

本研究で分析した手順の名称を表 1 に示す。死亡率のカテゴリーは 5 つのグループに

分かれており、数値が高いほど死亡率が高いことを意味している。各カテゴリーの患

者数と手技数、およびそれらの集計された死亡率は Table1 にまとめられている。 

 

2013-2014 年のバリデーションサンプルの手術死亡率の予測因子としての死亡率スコアとカテ

ゴリーの ROC 曲線を Figure 2 と Figure3 に示し、C-index はそれぞれ 0.80 と 0.79 であった。 



 

4.2海外データベースとの連携 

JCVSD-Congenitalおよび European Congenital Heart Surgeons Association- 

Congenital Heart Surgery Database(ECHSA-CHSD)の 2011年から 2017年ま

での日本（120施設、63,3656件）および欧州（96施設、90,098件）のデータを

調査した（Figure 3）。 ベンチマーク手術 10術式について、患者の年齢・体

重、術後時間、手術死亡率、術後在院日数を算出した。日本では，術後在院日数

はヨーロッパと比較して有意に長かったが VSD repair、Glenn、Norwoodの手

術死亡率がヨーロッパと比較して有意に低かった。ヨーロッパのデータと比較し

て、日本の方が術後来院日数が長く、生存率が高いのに対し、術式の難易度は同

定であった。 



Figure 3 JCVSD-Congenitalと ECHSA-CHSDにおける年間平均症例数。日本の方

が施設数が多く、１施設あたりの症例数が少ない。 

 

 

 

Figure 4 JCVSD-Congenital、ECHSA-CHSD データにおける施設ごとの平均 STAT 

scoreと病院死亡率の関係（円の大きさは各施設における症例数に対応する） 

平均手術数が 10/年未満の施設は除外。 
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